
　（様式３） 事業所名　はあとふるあたごグループホーム五泉

目標達成計画 作成日：　平成　２２年　　８月　２３日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 2

○事業所と地域とのつきあい
地域住民との関わりが少ない。
ホームが気軽に訪問できる場所になってもらい
たい。

ホームを地域の方に知ってもらい、いつでも
気軽に訪問できる開かれたホームを目指す

ホームの行事やボランティアの来所時などに回
覧版を回し、地域の方もお誘いする。
認知症予防や介護相談など気軽に来所できる
機会を設ける。
ホームを地域の茶の間として活用してもらう。

１２ヶ月

2
31
34

○看護職との協働
○急変や事故発生時の備え
現在ホームには看護師がいない為全てのス
タッフが緊急時に適切な判断、対応ができるか
不安がある。

看護師との連携を図り、急変時や緊急時の
適切な対応ができる

社内の看護職との連携を図り、勉強会を開催
する。　　外部の研修会に積極的に参加し、学
ぶ機会を設ける。
緊急時のシミュレーション等を行ない、対応を
学ぶ。　　便秘や口腔ケアなど高齢者の介護に
必要な医学的知識を学ぶ。

１２ヶ月

3 13

○職員を育てる取り組み
職員の入れ替わりが多く、新人職員の指導など
負担が大きい。
基本的介護技術の個人差が大きく、統一したケ
アが行えていない。

職員が固定化する事で、会社の方針の１つ
“なじみの顔で支える”を実践する

基本的な介護技術やケアの方法を確認する。
全ての職員が研修に参加する事でサービスの
水準化を図る。
職員が活き活きと働ける職場環境を整備する。
（相談の機会、休暇や労働時間の軽減など）

１２ヶ月

4 5

○市町村との連携
日常的に市との連携を図っているが、地域の中
での活動には至っていない。

市との協力関係を築き、地域に向けた活動
ができる

認知症キャラバンメイトの活動など市と協働し
た活動を行う。

１２ヶ月

5 ヶ月

【目標達成計画】　


